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間
＝
怖
い
も
の
」
と
ク
マ
が
学
習
す
る

機
会
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
に
慣
れ

た
ク
マ
は
、
人
に
対
し
て
過
敏
な
反
応

を
示
し
に
く
い
た
め
、
人
へ
の
攻
撃
性

と
い
う
点
で
は
低
い
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
ク
マ
は
ク
マ
で
す
。

②
「
誰
が
や
る
の
か
」
と
い
う
問
題

年
々
増
え
続
け
る
ク
マ
問
題
に
対

し
、
北
海
道
は
管
理
計
画
を
策
定
し
、

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
軸
と
な
る

の
は
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
ク
マ
が
出
没
し
た
場
合
の
リ
ス

ク
等
に
応
じ
て
区
分
け
を
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ゾ
ー
ン
で
講
じ
る
対
策
を
定
め
る

と
い
う
も
の
で
す
。
ヒ
グ
マ
は
森
林
生

態
系
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
動
物
で
あ
り
、
闇
雲
に

２
０
２
１
年
に
札
幌
市
東
区
に
ヒ
グ

マ
が
出
没
し
、
４
名
の
方
が
怪
我
を
し

た
事
故
が
記
憶
に
新
し
い
よ
う
に
、
北

海
道
で
は
ヒ
グ
マ
の
出
没
や
人
身
被
害

が
年
々
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
私
は
本

学
に
教
員
と
し
て
着
任
し
て
以
来
、
約

15
年
間
、
知
床
半
島
を
主
な
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
ヒ
グ
マ
の
生
態
を
研
究
し
て

参
り
ま
し
た
。
私
が
感
じ
た
ク
マ
の
変

化
と
今
後
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
簡
単
で
す
が
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

①
「
知
床
化
」
す
る
全
道
の
ヒ
グ
マ

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
知
床
国
立

公
園
内
で
は
、
人
を
恐
れ
ず
に
行
動
す

る
ヒ
グ
マ
を
度
々
見
か
け
ま
す
。
こ
の

人
に
慣
れ
た
ク
マ
は
か
つ
て
「
新
世
代

ベ
ア
ー
」
と
呼
ば
れ
“
普
通
の
”
ク

マ
と
は
区
別
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
は
人
に
対
す
る
警
戒
心
の
薄
い
個
体

が
都
市
部
で
も
散
見
さ
れ
「
ア
ー
バ
ン

ベ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
ク
マ
の
変
化
に
は

様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
端
的
に

言
う
と
“
人
の
生
活
の
変
化
”
に
起
因

し
て
い
ま
す
。
30
年
ほ
ど
前
ま
で
は
ク

マ
の
駆
除
が
推
奨
さ
れ
、
高
値
で
取
引

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ク
マ
撃
ち
が

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃

ク
マ
に
と
っ
て
人
間
は
命
を
脅
か
す
恐

ろ
し
い
存
在
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
時
を
経
て
、
狩
猟
者
の

減
少
や
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、「
人

駆
除
す
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
里
と
の
距
離
や
ク
マ
の
行

動
に
応
じ
、
捕
殺
を
含
め
た
適
切
な
対

応
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
増

え
続
け
る
ヒ
グ
マ
の
数
を
管
理
す
べ

く
、
個
体
数
削
減
に
向
け
た
具
体
的
な

方
策
の
検
討
が
必
要
な
状
況
に
来
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
ヒ
グ
マ

管
理
を
「
誰
が
担
う
の
か
」
に
つ
い
て

は
不
明
瞭
な
ま
ま
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

ヒ
グ
マ
対
応
は
、
地
元
の
ハ
ン
タ
ー
さ

ん
た
ち
が
ほ
ぼ
全
て
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
本
来
の
彼
ら
は
「
狩
猟
愛

好
家
」
で
あ
り
、
こ
の
任
務
を
担
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
ク
マ
に
対
峙
す
る
と
い
う

こ
と
は
銃
を
有
し
て
い
れ
ば
誰
で
も
で

き
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
技
術
を
有

す
る
野
生
動
物
対
策
の
専
門
家
を
育
成

し
、
配
備
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と

し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
す
が
昨
今
の
ク
マ
問

題
に
対
し
て
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
ど
う
し
て
い
く

べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
私
が
理
事
を
務

め
る
市
民
団
体
ヒ
グ
マ
の
会
が
「
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
形
で
詳
細

に
ま
と
め
た
も
の
を
近
日
公
開
予
定
で

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
検
索
し
て
ご
一
読
頂
け
た

ら
幸
い
で
す
。

Opinion!

これからのクマとの付き合い方これからのクマとの付き合い方

北海道大学
大学院獣医学研究院
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下鶴　倫人
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いじわるじいさん
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
市
民
と
核
兵
器
〜

ウ
ク
ラ
イ
ナ　

危
機
の
中
の

対
話
」（
５
月
20
日
）
を
見

て
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
る
▼

１
９
９
４
年
に
核
を
放
棄
し

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
そ
こ
で

生
ま
れ
、
日
本
で
中
学
ま

で
育
っ
た
青
年
ボ
グ
ダ
ン

は
、
核
兵
器
が
あ
れ
ば
、
ロ

シ
ア
の
侵
攻
は
な
か
っ
た

の
で
は
？
と
思
い
、
国
で

人
々
に
問
い
続
け
る
。
核

は
必
要
と
答
え
る
人
が
少

な
く
な
い
中
、
思
い
が
け
な
い
意
見

に
出
会
う
。
核
が
〈
あ
っ
た
と
し
て
、

ど
こ
に
撃
つ
の
？
撃
て
な
い
で
し
ょ
〉

負
傷
者
の
治
療
に
あ
た
る
医
師
の
言

葉
だ
っ
た
▼
私
は
、
医
師
の
言
葉
に

促
さ
れ
る
よ
う
に
『
夏
の
花
』（
原
民

喜
著
）
を
読
み
返
し
た
。
描
か
れ
て

い
た
の
は
、
被
爆
直
後
、
水
を
求
め

て
呻
く
黒
焦
げ
の
顔
、
蛆
ま
み
れ
で

死
ん
で
い
く
人
…
死
骸
は
そ
の
ま
ま

山
に
な
っ
て
い
る
。
原
子
爆
弾
を
落

と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
広

島
の
光
景
だ
っ
た
▼
市
民
と
の
対
話

の
後
、
ボ
グ
ダ
ン
は
再
考
し
て
い
た
。

自
分
達
が
ロ
シ
ア
の
核
の
脅
し
に
ひ

る
ま
な
か
っ
た
ら
、
と
。
そ
れ
が
先

例
に
な
っ
て
核
に
ひ
る
ま
な
い
国
が

で
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
に
は
、

核
を
持
つ
意
味
が
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
▼
５
月
に
広
島
で
主
要
７
カ

国
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
、
核
の
抑

止
力
を
肯
定
す
る
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
発
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
あ
ら
が
う

か
の
よ
う
に
、
彼
は
原
発
爆
発
の
危

機
が
迫
る
戦
況
の
下
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
情
報
発
信
を
続
け
て
い
る
。
被

爆
国
日
本
の
私
に
は
他
人
事
と
は
思

え
な
い
。�

（
今
日
子
）

２０23年度２０23年度  通常総代会を開催しました通常総代会を開催しました
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︿
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事
﹀
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﨑　

瞳　

子

２
０
２
３
年
度役

員
名
簿

た
。
ま
た
、
役
員
選
挙
は
立
候

補
が
な
か
っ
た
た
め
定
数
内
の

理
事
会
推
薦
者
全
員
の
当
選
が

役
員
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
報

告
さ
れ
、
下
記
の
役
員
を
確
認

し
ま
し
た
。
以
上
を
も
っ
て
す

べ
て
の
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
終
了
後
は
工
学
部
食
堂
に

移
り
、
軽
食
を
と
り
な
が
ら
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

累
積
赤
字
を
抱
え
て
い
る

現
状
か
ら
経
営
再
建
を
行
う

た
め
に
「
北
大
生
協
三
か
年
再

生
計
画
」
を
総
代
会
で
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
組
織
課
題
と

事
業
課
題
で
ポ
イ
ン
ト
を
設
定

し
、
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
累

積
赤
字
を
圧
縮
す
る
計
画
で
す
。

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
と
予

算
も
決
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
３

カ
年
再
生
計
画
に
沿
っ
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２

年
度
末
で
の
累
積
赤
字
が
約

１
億
２
千
５
百
万
円
と
な
り
、

昨
年
度
か
ら
は
大
幅
に
減
少
さ

せ
ま
し
た
が
、
な
お
解
消
に
時

間
が
か
か
る
見
込
み
で
す
。

北
大
生
協
は
今
後
と
も
「
組

合
員
同
士
や
生
協
と
組
合
員
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
必

要
と
さ
れ
る
生
協
を
目
指
し
ま

す
」「
大
学
の
発
展
と
魅
力
あ

る
大
学
づ
く
り
に
貢
献
し
、
大

学
に
根
付
い
た
存
在
を
目
指
し

ま
す
」「
事
業
構
造
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
い
ま
す
」
の
３

つ
の
方
針
を
掲
げ
て
、
大
学
の

福
利
厚
生
の
役
割
を
果
た
し
て

い
き
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
組
合
員
の
み
な

さ
ま
に
も
、
組
合
員
の
声
カ
ー

ド
や
総
代
会
議
、
利
用
者
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
ご
意

見
を
い
た
だ
き
「
北
大
の
中
に

あ
る
私
た
ち
の
生
協
で
あ
る
」

実
感
を
持
て
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
積
極

的
な
ご
意
見
と
参
画
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

総
代
１
６
８
名
（
本
人
出
席

67
名
、
書
面
出
席
１
０
１
名
）

の
参
加
に
よ
り
、
全
て
の
議
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
成
立
い
た

し
ま
し
た
。

議
長
に
森
さ
ん
（
大
学
院
修

士
１
年
）
を
選
出
し
、
坂
爪
理

事
長
（
農
学
研
究
院
教
員
）
が

生
協
理
事
会
を
代
表
し
て
挨
拶

を
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
田
代

常
務
理
事
（
工
学
部
３
年
）
と

小
助
川
専
務
理
事
が
第
１
～
６

号
議
案
を
提
案
、
芳
賀
監
事
会

議
長
（
先
端
生
命
科
学
研
究
院

教
員
）
が
監
査
報
告
を
行
い
、

質
疑
・
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
に
会
場
へ
の
出
席
と

発
言
に
よ
る
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
総
代
か
ら
の
発
言
を
い
た

だ
き
、
小
助
川
専
務
理
事
が
回

答
し
ま
し
た
。
事
前
に
寄
せ
ら

れ
た
質
問
や
意
見
を
含
め
て
、

報
告
書
に
て
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

理
事
会
か
ら
の
ま
と
め
の
後

表
決
を
行
い
、
全
議
案
を
賛

成
多
数
で
承
認
・
決
定
し
ま
し

２
０
２
２
年
度
を
振
り
返
り
、

２
０
２
３
年
度
の
計
画
と
予

算
を
決
定
し
ま
し
た

２
０
２
３
年
度
通
常
総
代
会 

は
５
月
25
日（
木
）開
催 

３
ヵ
年
再
生
計
画
と
２
０
２
３

年
度
の
事
業
計
画
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SDGs（Sustainable Development Goals）が「2030アジェンダ」（我々の世界を変革する：持続可能な開発のため
の2030アジェンダ）の中に示された目標である。だから、17の目標だけでなく、一度はこの文書を読んで欲しいと授
業で伝えている。目標はあくまでツールであり、文書の中には、2015年当時の世界の価値観が書かれているからであ
る。

その「2030アジェンダ」には、「これらの目標及びターゲットは、統合され不可分のものであり、持続可能な開
発の三側面、すなわち経済、社会及び 環境の三側面を調和させるものである。」と書かれている。この考え方を図示
したものが「SDGsウェデングケーキモデル」である。17の目標を「環境（Biosphere）」「社会（Society）」「経済

（Economy）」の３層構造で示したものである。2016年に、ストックホルムにあるレジリエンス・センターのヨハン・
ロックストローム氏や、パヴァン・スクデフ氏らによって提唱された。この図は、すべての目標が密接につながってお
り、相乗的な効果があることも、相反する作用があることもあり、個別に達成するものではないこと、だから三側面の
調和が重要であることを伝えているのである。

ところで、北海道大学には夏季の６月～ 10月に最先端の授業を英語で
行うHokkaidoサマー・インスティテュート（HSI）がある。本学学生の
みならず学外（海外・国内）、社会人・学生を問わず受講できる教育プロ
グラムがある。2023年度には、工学研究院の瀬戸口剛教授らの力も借り
ながら、「北大ニセコSDGsサマースクール」を開講した。土日に１泊２
日のニセコ町現地視察を含むプログラムである。

ニセコ町は、北海道では札幌市、下川町と並んで、「SDGs未来都市」
の一つとして2018年に政府に選定された町である。ニセコと言えば、昔
は単にスキー場のある町に過ぎなかった。1990年代のスキーブームの終

焉とともに危機感があったが、ラフティングなどの夏の観光開発を行い、1999年には、夏場の観光客数が冬の観光客
数を上回るほどになった。2010年代、ニセコのパウダースノーが世界で注目を浴び、海外からの冬の観光客が増加し、
現在は通年で多くの観光客を迎えている。

今回のサマースクールでは、ニセコ町によるSDGsの取り組みや、地域振興に取り組むLupiciaなどの地域に根差した
民間企業の取り組みを知り、ニセコビュープラザ、有島記念館、そして第２有島ダチョウ牧場の見学などを実施した。

ニセコ町では、2012年から2023年までの12年間の計画として、第５次ニセコ町総合計画を策定している。そこで
は、「環境創造都市ニセコ」を掲げ、「将来に亘り農業・観光業を下支えするのは環境である」との認識を町内で共有し
ている。

また、札幌農学校卒業生である有島武郎が残した遺訓「相互扶助」は、ニセコ町で脈々と受け継がれている。それ
は、公共の役割が、社会の様々な格差・差別をなくし、人々が安心して暮らせる社会を創り、貧困をなくし、平和な世
界と地球環境をより良く次世代に引き継ぐことであることを意味している。
この精神が、「住民参加」と「情報共有」の取り組みに結実している。

2015年３月に環境モデル都市として選定され、2018年にSDGs未来都
市に選定された。自然環境を適切に保全し、格差や差別をなくし、人々が
安心して暮らす社会を構築し、その上で、観光や農業の経済が回っていく。
それを貫くものが住民参加と情報共有、つまりパートナーシップである。
これは、SDGsウェディングケーキモデルそのものではないかと改めて理
解した。

いくつもの目標に同時に取り組むことはなかなか難しい。しかし、それ
ぞれの目標を常に意識しながら、それら調和を図っていくことで、多様性
のある解が見つかることを、ニセコ町が見せてくれている。

SDGs
「SDGsウェデングケーキモデル」                 

北海道大学SDGs事業推進本部　教授　加藤　悟

連載 第2回
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院生委員会賞

2023 ～未来を輝かそう～」2023 ～未来を輝かそう～」  審査結果発表!!審査結果発表!!

陽だまりのポプラで
藤渕　稜平（学部生）
春になり過ごしやすくなってきた頃、ポプラに暖かな陽が差込み、暖かみと生命力
を感じたので撮影しました。
●審査員コメント
太陽の光によって金色に輝くポプラ並木とその背景にある青空のコントラストが非常に美
しいです。
また、縦向きの写真にも入りきらないポプラの木の存在感、迫力が伝わってきました。
額縁に入れて飾りたいです。

学生委員会賞

特　選
楡の若葉輝くごとく
村橋　究理基（研究生）
初夏になり、未来に向かって楡の葉が輝くように、
モデルバーンの屋根が照り、水面が煌めく様を一枚に。
●審査員コメント
北キャンパスにあるモデル・バーンは、北大の重要文
化財の一つです。
その赤い屋根がとても特徴的で、水面に映る姿ととも
に森の中からでもその存在感に圧倒されます。
木々の間から見える青空もモデル・バーンの赤い屋根
を引き立てており、構図がとても素晴らしいです。
まさに今年のテーマに合う作品です。

今日の終わりに
山岸　遥（学部生）
学校からの帰り道、偶然見つけました。北海道らしい風景に
思わずカメラを向けました。
●審査員コメント
とにかく空が綺麗で高評価でした。きれいな光が幻想的ですし、
夕焼け空のグラデーションもとても素敵です。
可愛らしい牛も北大らしくていいですね。

「きぼうの虹」フォトコンテストも今年で10回目となりました。テーマは「北大百景2023 ～未来を輝かそう～」。６月１日から30日までの１か月
の応募期間で開催いたしました。今年はさらに大学に来る機会が増え、北大の美しい風景を楽しむ様子が感じられる作品が多く寄せられました。
全31点の素晴らしい作品の中から各審査員それぞれの感性に響いた作品として、特選１点、各委員会賞４点を選出いたしました。ほかにも素晴ら
しい作品が多く、今回全てをご紹介できないのが本当に残念です。応募していただいた皆様、本当にありがとうございました。

2023年 8月 1日 よりよい生活と平和のために 第 405号　（ 4 ）



クラーク６月一般書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 史上最強ＳＰＩ＆テストセンター
超実戦問題集　2025最新版 オフィス海 ナツメ社 6 歴史学研究法 今井登志喜 筑摩書房

2 ＴＯＥＦＬ
ＩＴＰテスト本番模試

田中真紀子 旺文社 7 堤未果のショック・ドクトリン
政府のやりたい放題から身を守る方法 堤未果 幻冬舎

3 ＴＯＥＩＣ Ｌ＆Ｒ ＴＥＳＴ
出る単特急金のフレーズ ＴＥＸ加藤 朝日新聞出版 8 暇と退屈の倫理学 國分功一郎 新潮社

4 52ヘルツのクジラたち 町田そのこ 中央公論新社 9 沖縄の生活史 沖縄タイムス社 みすず書房

5 言語の本質 今井むつみ 中央公論新社 10 正欲 朝井リョウ 新潮社

クラーク書籍便り
Vol.15

６月は「暇と退屈の倫理
学」「言語の本質」など文庫・
新書６タイトルがランクイン。
４位「52ヘルツのクジラた
ち」は2021年本屋大賞１位
の人気作が文庫化。来年の映
画化も決定しています。２位

「TOEFL ITPテスト本番模試」
は英語Ⅱ追試前の駆け込み需
要ですね。結果が大丈夫だっ
たか心配です・・・

第10回  フォトコンテスト  「北大百景第10回  フォトコンテスト  「北大百景
審査員：学生委員会、院生委員会、留学生委員会、教職員委員会、理事会室

特選および各賞入賞者の皆さんには、生協電子マネーを贈呈いたします。

教職員委員会賞
貴重な晴れ
海野　豊（学部生）
雪が降り続いていた冬のある日、雲ひとつなく晴れて
いる空に感動を覚え、写真に収めたいと思いました。
●審査員コメント
珍しく晴れた青空の下，雪に埋もれたモデルバーンを収め
た一枚から、札幌の厳しい冬の中でも清々しい気持ちにな
れる時が思い出されます。
北大らしい美しい写真です。

理事会室賞
ここだけの景色
音村　茉佑(大学院生)
乗船実習でおしょろ丸に乗船した際、船のデッキか
ら見えた景色です。
北大水産学部ならではの良さを感じました。
●審査員コメント
おしょろ丸に乗船した人だけが撮ることのできる、北大
水産学部らしい一枚です。
港を後にして、これからの大海原での乗船実習への期待
と不安が伝わってくるようです。
札幌キャンパスではなかなか目にすることのない、青い
海と青い空が素敵ですね。

（ 5 ）　第 405号 よりよい生活と平和のために 2023年 8月 1日
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

こころの
健康を考える 81

Vol.
36

今
年
二
〇
二
三
年
四
月
十
三
日
、
朝
七
時
半
ご
ろ
、

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
、
と
の
緊
急
速
報
を
伝
え
ま
し
た
。
や
が
て
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
発
令
。
…
ミ
サ
イ
ル
が
八
時
頃
、
北
海
道
周
辺

に
着
弾
す
る
と
予
想
さ
れ
る
、
直
ち
に
建
物
の
中
に
避

難
せ
よ
…
記
録
に
よ
れ
ば
、
七
時
五
五
分
で
す
。

そ
の
日
、
朝
八
時
四
五
分
か
ら
、
北
大
で
授
業
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
科
目
の

初
回
の
授
業
で
、
私
が
責
任
者
で
す
。
何
度
も
同
じ

こ
と
が
あ
っ
た
が
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
思
い
つ

つ
も
、
も
し
や
本
当
に
危
険
が
迫
っ
て
い
た
ら
と
い

う
こ
と
が
、
頭
を
過
り
ま
し
た
。
咄
嗟
に
浮
か
ん
だ

の
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神･

淡
路
大
震
災
が
早
朝
に

発
生
し
た
時
、
大
渋
滞
が
起
こ
っ
た
の
は
、
多
く
の

人
が
出
勤
し
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
、
と
い
う
報
告
で

す
。
今
回
は
時
間
か
ら
し
て
、
通
学
の
途
中
か
、
あ

る
い
は
こ
れ
か
ら
家
を
出
て
大
学
に
向
か
う
と
い
う

人
が
多
い
は
ず
で
す
。
警
報
が
出

て
も
通
学
を
見
合
わ
せ
る
人
は
少
な

く
て
不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。
危
険

が
本
物
で
あ
っ
た
場
合
、
避
難
し
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
失
わ
れ
る
命
が

あ
る
だ
ろ
う
、
と
思
い
ま
し
た
。

通
学
を
止
め
て
避
難
す
る
よ
う

に
、
と
連
絡
し
な
く
て
は
と
考
え
た

も
の
の
、
思
い
当
た
る
方
法
は
、
Ｅ

Ｌ
Ｍ
Ｓ
と
い
う
北
大
の
教
育
情
報
シ

ス
テ
ム
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
れ
は
、

届
く
の
に
少
し
時
間
が
か
か
り
、
間

に
合
わ
な
い
可
能
性
が
高
い
…
し
か
し
、
他
に
手
が

無
い
以
上
、
次
善
の
策
で
は
あ
る
…
記
録
を
見
る
と
、

「【
緊
急
連
絡
】
登
校
を
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
メ
ー
ル
を
発
信
し
た
の
が
、
八

時
九
分
。
届
い
た
の
は
、
九
分
後
の
八
時
一
八
分
で

し
た
。
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
分
単
位
の
時
間
が
生

死
を
分
け
る
場
合
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ま
っ
た
く
間

に
合
い
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
令
が
、

着
弾
予
想
の
五
分
前
で
す
。
後
か
ら
考
え
る
と
、
ミ

サ
イ
ル
発
射
の
時
点
で
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
令
を
想
定
し

て
直
ち
に
連
絡
を
す
る
、
い
や
、
あ
ら
か
じ
め
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
発
令
時
は
登
校
し
な
い
よ
う
連
絡
し
て
お
く

べ
き
だ
っ
た
…
そ
れ
こ
そ
ま
っ
た
く
の
後
知
恵
で
す
。

誰
も
が
知
る
と
お
り
、
こ
の
時
は
何
も
起
こ
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
本
当
に
災
害
が
起
こ
っ

た
時
で
さ
え
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
に
わ
か
に
は
信
じ

ら
れ
な
い
。
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
の
時
に
、

大
津
波
が
襲
来
し
て
街
を
破
壊
し
尽
く
し
て
ゆ
く
壮

絶
な
様
子
は
、
今
も
ネ
ッ
ト
上
で
沢
山
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
そ
の
時
、
周
囲
の
人
は
一
様
に
、
信
じ

ら
れ
な
い
と
い
う
様
子
で
呆
然
と
し
て
い
ま
す
…

え
っ
！
う
そ
！
ま
じ
？
や
ば
い
…
と
い
う
声
は
、
や

が
て
悲
鳴
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
す
。
も
う
す
ぐ

そ
こ
ま
で
津
波
が
迫
っ
て
い
る
の
に
、
堤
防
や
街
路

に
た
た
ず
ん
で
様
子
を
見
て
い
る
、
多
く
は
助
か
ら

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
人
た
ち
の
痛
々
し
い
姿
も
…
。

私
た
ち
は
、
見
た
く
な
い
も
の
は
見
よ
う
と
し
ま

せ
ん
。
起
こ
っ
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
こ

と
を
、
容
易
に
は

認
め
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
選

択
的
非
注
意
と
呼
ば

れ
る
知
覚
の
仕
組
み

に
基
づ
く
も
の
で
、

言
っ
て
み
れ
ば
自
然

な
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
、
災
害
が
本
当
に

起
こ
っ
た
時
も
、
そ

れ
が
本
当
で
あ
る
こ

と
が
、
す
ぐ
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ

も
そ
う
い
う
時
の
情
報
は
、
断
片
的

か
、
極
端
に
少
な
い
か
、
あ
る
い
は
ま
っ
た

く
遮
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
多
く
の

災
害
の
記
録
が
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
災

害
は
、
本
物
の
顔
を
し
て
は
や
っ
て
来
な
い
。
そ
し

て
、
本
物
の
顔
を
見
た
時
は
、
最
期
の
時
だ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
が
、
あ
り
得
る
の
で
す
。

津
波
が
来
る
と
き
は
、
親
も
子
も
関
係
な
く
、
て

ん
で
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
よ
、
後
で
生
き
て
会
え
る
と

信
じ
て
逃
げ
よ
、
と
い
う
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の

教
え
は
、
災
害
時
に
は
と
に
か
く
家
族
一
緒
に
い
た

が
る
と
い
う
人
間
の
普
遍
的
な
性
（
さ
が
）
を
、
越

え
て
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
知
恵
だ
と
思
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
自
然
な
心
の
働
き
に
反

す
る
、
苛
烈
な
心
も
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

災害は、本物の顔を災害は、本物の顔を
してはやって来ないしてはやって来ない

○

６
月
、
損
害
保
険
料
率
算
出
機
構
が
、
２
０
１
９
年
＋
４
．９
％
、

２
０
２
１
年
＋
１０
．９
％
に
続
い
て
火
災
保
険
（
住
宅
総
合
保
険
）

の
参
考
料
率
を
改
定
し
ま
し
た
。
①
平
均
で
１３
．０
％
の
引
き
上

げ
、
②
水
災
に
関
す
る
料
率
を
地
域
の
リ
ス
ク
に
応
じ
て
５
区
分
に

細
分
化
し
保
険
料
に
差
を
つ
け
る
（
保
険
料
の
最
高
と
最
低
の
比
率

は
1.2
倍
）
と
い
う
内
容
で
す
。
風
災
（
台
風
）、
雪
災
は
す
で
に
地

域
ご
と
に
料
率
に
差
が
あ
り
、
水
災
は
今
ま
で

全
国
一
律
で
し
た
。（
詳
細
は
「
水
災
料
率
を
細

分
化
し
ま
す
」
で
検
索
）

【
表
１
】
は
北
海
道
の
改
定
率
で
す
。
こ
の
表

か
ら
札
幌
市
の
地
域
別
の
改
定
率
の
差
を
み
る

と
、
Ｍ
構
造
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
耐
火
構

造
の
共
同
住
宅
）
１５
．３
％
、
Ｔ
構
造
（
Ｍ
構

造
以
外
の
耐
火
構
造
、
鉄
骨
構
造
）
１８
．５
％
、

Ｈ
構
造（
Ｍ
、Ｔ
構
造
以
外
、木
造
等
）１８
．５
％
の

差
が
つ
き
、
保
険
料
の
不
公
平
感
を
緩
和
す
る

た
め
と
は
い
え
、
な
か
な
か
の
差
で
す
。
こ
れ

に
建
物
の
築
年
数
、
建
物
や
家
財
の
保
険
金
額

な
ど
を
加
味
し
て
保
険
料
が
決
ま
り
ま
す
。【
表

２
】
は
全
国
の
最
低
と
最
高
の
地
域
で
す
。
お

住
い
の
地
域
の
改
定
率
は
、
Ｈ
Ｐ
で
「
水
災
等

地
検
索
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

水
災
リ
ス
ク
は
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る

「
外
水
氾
濫
」、
家
屋
内
外
の
下
水
道
等
の
逆
流

に
よ
る
「
内
水
氾
濫
」、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る

「
土
砂
災
害
」
の
３
つ
で
、
外
水
氾
濫
と
土
砂
災

害
の
様
子
が
よ
く
報
道
さ
れ
ま
す
が
、
内
水
氾

濫
も
増
え
て
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
上
層
階
も
排

水
口
が
あ
ふ
れ
る
な
ど
の
事
例
も
あ
る
の
で
要

注
意
で
す
。

今
後
、
こ
の
参
考
料
率
に
基
づ
い
て
損
害
保

険
各
社
が
保
険
料
を
改
定
し
ま
す
。
被
災
時
の

損
害
を
回
復
す
る
こ
と
や
被
災
後
の
生
活
再
建

に
備
え
る
た
め
火
災
保
険
の
加
入
は
必
須
で
す

が
、
保
険
料
が
高
く
な
る
の
は
痛
い
。

【表１】
区　分 道平均 1等地 2等地 3等地 4等地 5等地
M構造 +12.2% +6.4% +9.7% +13.2% +17.3% +21.7%
T構造 +12.3% +5.4% +9.3% +13.8% +18.6% +23.9%
H構造 +10.1% +3.2% +7.2% +11.5% +16.3% +21.7％
札幌市の該当地域 豊、南 中、厚、西、清 東、白 北、手 該当なし

【表２】
区　分 最低(1等地) 最高(5等地)

M構造 香川+3.7％ 宮崎+29.9％

T構造 山形+3.7％ 群馬+33.6％

H構造 東京▲1.3％ 群馬+27.7％

2023年 8月 1日 よりよい生活と平和のために 第 405号　（ 6 ）



北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告

学

生

委

員

会

院

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

留
学
生
委
員
会

■
自
転
車
点
検
会
を
実
施
し
ま
し
た
！

５
月
10
日
㈬
と
５
月
11
日
㈭
、
10
時
～

15
時
に
体
育
館
前
で
自
転
車
点
検
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
約
１
５
０
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
よ

り
、「
丁
寧
に
対
応
し
て
も
ら
え
た
」「
無
料

点
検
が
あ
り
が
た
い
」な
ど
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
北
大
周
辺

の
白
地
図
を
用
意
し
て
危
険
だ
と
思
う
場
所

に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
た
だ
き
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ 

ｖ
ｏ
ｌ
．
５
２
２
～
遊
べ
よ

お
ま
い
ら
～
発
行
し
ま
し
た
！

７
月
頭
に
学
生
委
員
会
で
作
成
し
て
い

る
機
関
誌「
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」を
発
行
し
ま
し

た
。「
遊
び
」を
テ
ー
マ
に
、
ゲ
ー
ム
や
旅

行
、
ご
は
ん
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
記
事

を
作
成
し
ま
し
た
。
食
堂
・
購
買
に
配
架
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

■
７
月
総
代
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

７
月
に
は
学
生
委
員
会
と
協
力
し
な
が

ら
「
総
代
の
つ
ど
い
」
を
計
２
回
開
催
し

ま
し
た
。
学
部
生
総
代
と
院
生
総
代
が
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
や
ト
ー
ク
で
親
睦
を
深
め
た
り
、

食
堂
・
購
買
の
組
声
カ
ー
ド
を
分
析
し
店

舗
の
改
善
策
を
考
察
し
た
り
し
ま
し
た
。

学
生
委
員
や
院
生
委
員
も
参
加
し
、
楽
し

み
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
『
ほ
ん
で
な
い
か
い
２
０
２
３
』作
品

募
集
中
!!

今
年
度
は
、
①
本
の
書
評
、
②
お
す
す

め
の
映
画
紹
介
、
③
趣
味
紹
介
の
３
つ
の
分

野
を
募
集
し
ま
す
。
学
部
生
、
院
生
、
教

職
員
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
の
お
す
す
め
を

３
０
０
字
程
度
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
！
採

用
さ
れ
た
方
に
は
１
作
品
ご
と
に
５
０
０
円

分
の
生
協
電
子
マ
ネ
ー
を
進
呈
し
ま
す
。

応
募
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
！

■
留
学
生
委
員
会
、
つ
い
に
復
活
!!

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
の

た
め
し
ば
ら
く
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
再
度
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
、
活
動
を
再
開
し
ま
す
。
留
学
生
の

意
見
・
要
望
を
生
協
の
店
舗
・
サ
ー
ビ
ス

に
反
映
す
る
こ
と
、
学
生
ど
う
し
の
文
化

交
流
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
留
学
生
や
そ

の
他
の
学
生
が
親
睦
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
留
学
生
に
生
協
の
使
い
方
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。
乞
う
ご
期
待
！

■
引
き
続
き
新
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で
す
！

生
協
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
議
論
に

携
わ
り
た
い
留
学
生
、
留
学
生
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
学
生
、
文
化
交
流
に
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
留
学
生
委
員
会
で
一
緒
に
活

動
し
ま
し
ょ
う
！
以
下
の
フ
ォ
ー
ム（
Ｑ
Ｒ
）

か
ら
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
６
月
13
・
14
日

お
よ
び
７
月
10
日
・
11
日
の
昼
休
み
に
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
書
籍

外
売
店
の
研
究
室
訪
問
と
印
刷
情
報
サ
ー

ビ
ス
店
の
今
後
に
つ
い
て
、
２
回
に
わ
た

り
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
営
改

善
を
行
い
な
が
ら
、
教
職
員
の
み
な
さ
ま

へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
る
だ
け
低
下
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
活
か

し
て
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
総
代

会
議
で
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
ご
意
見
を

い
た
だ
く
か
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
の
定
例
会
議

を
開
催
し
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
お
よ
び

総
代
会
議
で
の
意
見
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
６
月
に
は
新
し
い
委
員
も
増

え
、
活
動
も
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

今
月
は
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
加
え
て
、
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
ま
た
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
稿
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

８
月
は
学
生
た
ち
も
試
験
で
大
変
で
す

が
、
教
職
員
の
み
な
さ
ん
も
試
験
対
応
や
、

そ
の
後
の
学
会
準
備
、
科
研
費
な
ど
で
忙
し

く
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
ど
う
か
体
調
管
理
に

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。
生
協
食
堂
で
し
っ

か
り
と
お
昼
を
と
っ
て
い
た
だ
く
の
も
お
す

す
め
で
す
よ
。
な
お
生
協
各
店
舗
は
短
縮
・

休
業
と
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
店

頭
の
ポ
ス
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
夏
休
み
も
引
き
続
き
研
究
で
お

忙
し
い
方
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
ご
要
望
は

組
合
員
の
声
カ
ー
ド
な
ど
で
お
伝
え
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

▲ 書評はこちらから！

▲ 映画紹介はこちらから！

▲ 趣味紹介はこちらから！

 International Students Committee (ISC) is an 
organization in Hokkaido University Co-op. Our purpose 
is to support international students. We discuss cafeteria 
menus and purchasing items in the Co-op, and prepare 
events for students.
 If you are interested in communicating with other 
students and learning about cultures ,or you want to 
discuss how to improve service in the Co-op cafeteria 
and stores, please join us in the ISC !
 You can contact us through the form below.
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大学文書館大学文書館へへ
行行こうこう
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ノ
ー
と
ば
か
り
お
っ
し
ゃっ
て
」
と
部

屋
に
入
っ
て
き
て
、
三
人
で
笑
い
合
っ

た
そ
う
で
す
。

教
授
か
ら
出
題
さ
れ
た
拡
張
定
理

を
得
る
こ
と
が
で
き
て
、
桂
田
が
説

明
し
、
教
授
と
質
疑
を
行
な
っ
た
後
、

ホ
ッ
プ
教
授
は
後
手
に
窓
の
外
を
眺

め
、
室
内
が
暗
く
な
る
の
も
気
づ

か
な
い
様
子
で
十
分
程
考
え
込
ん
で

か
ら
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
「very 

interesting! very interesting!

」

と
言
い
ま
す
。
桂
田
は
そ
の
日
の
夕

食
後
、
喜
び
に
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

ず
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
夜
の
街
を
駆
け

回
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
も一九
七
〇
年
ま
で
三
度
に

わ
た
っ
て
ホ
ッ
プ
教
授
の
招
待
を
受
け

て
研
究
を
共
に
し
て
い
ま
す
。

北
大
初
の
女
性
の
教
授

こ
の
間
、
桂
田
は一九
六
七
年
十
月

に
は
理
学
部
数
学
科
の
教
授
に
就
任

し
ま
し
た
。
旧
帝
国
大
学
で
は
、
前

年
に
九
州
大
学
教
養
部
教
授
に
就
任

し
た
城
野
節
子
に
次
ぐ
二
人
目
の
女

性
教
授
の
誕
生
で
す
。
学
部
の
講
座

担
任
教
授
と
し
て
は
最
初
で
す
。

当
時
の
新
聞
は
、「
私
た
ち
の
仕

事
は
、
眠
っ
て
い
る
と
き
以
外
は
い
つ

も
続
い
て
い
ま
す
」「「
思
考
が
い
ち

ば
ん
整
理
さ
れ
る
の
は
床
の
中
」
だ

か
ら
、
昼
間
で
も
自
宅
に
い
る
と
き

は
、
床
の
中
で
考
え
る
こ
と
が
多
い
。

〝
あ
る
イ
メ
ー
ジ
〟
が
浮
か
ぶ
と
、

飛
び
起
き
て
数
式
で
立
証
に
か
か

こ
な
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
数
学

の
講
義
を
聴
講
す
る
機
会
を
得
、
大

学
に
学
ぶ
女
性
の
姿
を
見
て
、
北
大

入
学
の
夢
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

戦
前
の
日
本
で
は
女
性
が
大
学
に

入
学
す
る
こ
と
を
制
度
上
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
大
学

進
学
を
望
む
女
性
た
ち
が
、
制
度
の

枠
を
崩
し
な
が
ら
、
大
学
の
門
を
く

ぐ
り
抜
け
ま
す
。
一九一三
年
に
初
め

て
三
名
の
女
性
が
東
北
帝
国
大
学
に

入
学
し
ま
し
た
。
北
大
初
の
女
性
の

入
学
は一九一八
年
で
す
。
桂
田
芳
枝

は一
九
四
〇
年
に
北
海
道
帝
国
大
学

理
学
部
数
学
科
に
入
学
し
ま
す
が
、

北
大
に
入
学
し
た
十
二
名
目
の
女
性

に
当
た
り
ま
す
。
入
学
後
、
桂
田
は

河
口
商
次
教
授
に
師
事
し
幾
何
学
を

専
攻
し
て
、
一
九
四
二
年
に
卒
業
し

て
助
手
と
な
り
ま
す
。
一
九
五
〇
年

五
月
に
二
度
、
桂
田
芳
枝
（一九一一

～
八
〇
年
）
の
旧
蔵
資
料
を
ご
寄
贈

い
た
だ
く
た
め
、
余
市
町
の
桂
田
家

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
芳

枝
の
長
兄
の
お
孫
さ
ん
が
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料

は
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
簡
、
証
書

類
、
写
真
、
愛
用
の
カ
メ
ラ
、
海
外

出
張
用
の
鞄
な
ど
で
す
。

女
性
初
の
数
学
分
野
の
理
学
博
士

桂
田
芳
枝
は
、
現
在
の
余
市
町

の
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
育
ち
、

一
九
二
八
年
小
樽
高
等
女
学
校
（
現

小
樽
桜
陽
高
校
）
を
卒
業
、
東
京
物

理
学
校
（
現
東
京
理
科
大
学
）、
東

京
女
子
大
学
数
学
専
攻
部
で
数
学

を
学
び
ま
す
。
こ
の
間
、一時
期
、
雇

（
現
在
の
非
常
勤
職
員
）
と
し
て
北

大
理
学
部
数
学
科
に
勤
務
し
雑
用
を

第16回第16回
「数学者桂田芳枝」「数学者桂田芳枝」

北海道大学大学文書館　北海道大学大学文書館　井上　高聡先生井上　高聡先生

る
。
こ
の
〝
創
造
す
る
〟
瞬
間
が
、

最
大
の
喜
び
だ
と
い
う
。
だ
が
、
そ

の
喜
び
は
つ
ぎ
の
新
し
い
問
題
に
向

け
て
瞬
時
に
消
え
て
し
ま
う
。
そ
ん

な
こ
と
の
繰
り
返
し
で
、
世
間
の
こ

と
に
は
ほ
と
ん
ど
没
交
渉
に
生
き
て

き
た
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

桂
田
芳
枝
は
、「
女
性
初
」
と
い

う
修
飾
語
と
セ
ッ
ト
で
取
り
上
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
文
中
で
も
何
度
も
繰

り
返
し
ま
し
た
。
男
女
格
差
が
大
き

く
、
権
威
主
義
が
幅
を
利
か
せ
が
ち

な
大
学
に
お
い
て
、
桂
田
は
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
存
在
で
す
。
け
れ
ど

も
、
桂
田
の
回
想
、
旧
蔵
資
料
を
見

渡
し
た
と
き
、
そ
れ
以
上
に
、一数
学

者
と
し
て
の
姿
が
強
く
印
象
に
残
り

ま
す
。
余
計
な
飾
り
言
葉
は
必
要
な

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
桂
田
芳
枝

の
旧
蔵
資
料
は
、
今
後
、
展
示
等
で

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

桂田芳枝桂田芳枝

七
月
に
は
「
高
次
空
間
の
非
ホ
ロ
ノ

ミ
ッ
ク
系
に
お
け
る
展
テ
ン
ゾ
ル
の

作
用
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、
数
学
分

野
で
女
性
初
と
な
る
理
学
博
士
号
を

取
得
し
ま
す
。
十
一
月
に
は
北
大
初

の
女
性
の
助
教
授
と
な
り
ま
す
。

数
学
者
の
研
究
生
活

一
九
五
六
年
に
は
、
位
相
幾
何
学

の
大
家
、
ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
の

ハ
イ
ン
ツ
・
ホ
ッ
プ
教
授
（一八
九
四

～一九
七一年
）
に
招
か
れ
、
共
同
研

究
を
行
な
い
ま
す
。
研
究
以
外
の
著

述
の
少
な
い
桂
田
で
す
が
、
ホ
ッ
プ

教
授
と
の
共
同
研
究
に
つ
い
て
は
い

く
つ
か
回
想
を
残
し
て
い
ま
す
。

ホ
ッ
プ
教
授
か
ら
与
え
ら
れ
た
課

題
に
取
り
組
み
、
教
授
の
家
で
議

論
し
た
際
、
白
熱
し
て
声
高
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
心
配
し

た
ホ
ッ
プ
夫
人
が
「
ど
う
し
た
の
で

す
か
、
お
二
人
と
も
互
い
に
ノ
ー
、Ｈ・ホップ教授（1962年）Ｈ・ホップ教授（1962年）

桂田芳枝の研究ノートと教授室の表札桂田芳枝の研究ノートと教授室の表札

2023年 8月 1日 よりよい生活と平和のために 第 405号　（ 8 ）


